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大きくなって戻っておいで～サケの稚魚を放流～
2月21日、西岩崎地区の那珂川でサケの稚魚の放流が行われました。参加した人

たちは、成長したサケが再び川に戻ってくるのを願って、稚魚を放流していました。

（7ページに関連記事）



「
そ
す
い
ス
ク
エ
ア
ア
ク
ア
ス
」
は
昨
年
９

月
の
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン
か
ら
６
カ
月
を
迎
え

ま
し
た
。

３
階
吹
き
抜
け
の
屋
根
付
き
ア
ト
リ
ウ
ム

「
ア
ク
ア
ス
ひ
ろ
ば
」
や
２
階
展
示
ギ
ャ
ラ
リ

ー
を
ご
存
知
で
す
か
？

唄
う
、
踊
る
、
演
奏
す
る
…
。

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
や
作
品
の
発
表
な
ど
、
市

民
の
皆
さ
ん
の
さ
ま
ざ
ま
な
文
化
活
動
を
Ｐ
Ｒ

す
る
多
目
的
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
、
利
用
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

現
在
は
毎
月
第
１
日
曜
日
に
開
か
れ
て
い
る

模
擬
店「
ビ
ュ
ー
テ
ィ
フ
ル
サ
ン
デ
ー
」や
催

し
物
の
会
場
と
し
て
も
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

貸
出
時
間

午
前
１０
時
〜
午
後
７
時

利
用
料

１
０
０
０
円

そ
の
他

マ
イ
ク
、
い
す
、
テ
ー
ブ
ル
な
ど
の
貸
し
出

し
あ
り

交
通
ア
ク
セ
ス

西
那
須
野
駅
か
ら
徒
歩
６
分

ゆ
〜
バ
ス「
疏
水
パ
ー
ク
前
」下
車
徒
歩
３
分

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

そ
す
い
ス
ク
エ
ア
ア
ク
ア
ス
管
理
人
室（
午

前
１０
時
〜
午
後
３
時
）

�
０
２
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４７
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６
４
６

㈱
西
大
和
開
発
（
午
後
３
時
以
降
）
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■HPhttp
://so

sui-sq
uare-aq

uas.jp
/

�・FAX…電話・ファックス …電子メール ■HP…ホームページアドレス

そ
す
い
ス
ク
エ
ア
ア
ク
ア
ス

「
ア
ク
ア
ス
ひ
ろ
ば
」
で

発
表
し
て
み
ま
せ
ん
か

2階の展示コーナーは写真や
絵画などが展示できる（無料）

↑スーパーやスポーツクラブ、おもちゃ屋など
のテナントが入るそすいスクエアアクアス

←昨年のそすい音楽祭の様子

２平成22年 3月20日号



生
活
排
水
処
理
構
想
と
下
水
道
中
期
ビ
ジ

ョ
ン
に
つ
い
て
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
広
く

意
見
を
い
た
だ
く
た
め
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ

ン
ト
（
意
見
募
集
）
を
行
い
ま
す
。

・
生
活
排
水
処
理
構
想
と
は

市
の
貴
重
な
財
産
で
あ
る
清
ら
か
な
水
を

守
っ
て
い
く
た
め
に
は
、
水
質
汚
濁
の
原

因
と
な
る
ト
イ
レ
や
台
所
な
ど
の
生
活
排

水
を
適
正
に
処
理
す
る
公
共
下
水
道
、
農

業
集
落
排
水
施
設
ま
た
は
合
併
浄
化
槽
の

整
備
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

生
活
排
水
処
理
構
想
は
経
済
比
較
や
地
域

特
性
を
考
慮
し
、
よ
り
効
果
的
な
処
理
方

式
を
行
う
た
め
の
構
想
で
す
。
平
成
１５
年

度
策
定
の
構
想
を
見
直
し
、
平
成
３７
年
度

ま
で
の
構
想
を
策
定
し
ま
す
。

・
下
水
道
中
期
ビ
ジ
ョ
ン
と
は

下
水
道
事
業
の
現
状
か
ら
、
今
後
取
り
組

む
べ
き
課
題
を
明
確
に
し
、
本
市
下
水
道

が
目
指
す
将
来
像
と
そ
の
実
現
に
向
け
た
、

今
後
１０
年
間
の
整
備
目
標
、
具
体
施
策
を

策
定
す
る
も
の
で
す
。

募
集
期
間

３
月
２３
日
�
〜
４
月
１２
日
�

閲
覧
場
所

・
■西
下
水
道
課
（
西
那
須
野
庁
舎
）

・
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

提
出
方
法

閲
覧
場
所
に
備
え
付
け
の
意
見
書
に
必
要

事
項
を
記
入
し
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

（
郵
送
・
フ
ァ
ッ
ク
ス
・
電
子
メ
ー
ル
で

も
提
出
可
、
意
見
書
は
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
）

※
氏
名
・
住
所
・
連
絡
先
を
明
記
し
て
く
だ

さ
い
。

※
個
人
情
報
は
公
表
し
ま
せ
ん
。
ま
た
、
目

的
以
外
に
は
使
用
し
ま
せ
ん
。

※
提
出
さ
れ
た
書
面
は
返
却
で
き
ま
せ
ん
。

そ
の
他

提
出
さ
れ
た
意
見
は
、
整
理
し
た
上
で
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
公
開
し
ま
す
。

（
個
々
の
意
見
に
直
接
回
答
は
し
ま
せ

ん
）

問
い
合
わ
せ
・
提
出
先

〒
３
２
９
‐
２
７
９
２

那
須
塩
原
市
あ
た
ご
町
２
‐
３

■西
下
水
道
課
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g
esuid

o
u@
city.nasushio

b
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昨
年
１２
月
２１
日
か
ら
１
月
１５
日
ま
で
、
次

世
代
育
成
支
援
対
策
行
動
計
画（
後
期
計
画
）

へ
の
意
見
を
募
集
し
た
と
こ
ろ
、
２
人
か
ら

７
件
の
意
見
を
頂
き
ま
し
た
。

頂
い
た
意
見
へ
の
市
の
考
え
方
を
お
知
ら

せ
し
ま
す
。（
抜
粋
）

・
学
童
保
育
の
充
実
を
図
っ
て
ほ
し
い

放
課
後
の
時
間
を
健
や
か
に
安
全
に
過
ご

す
た
め
、
学
童
保
育
は
重
要
な
施
策
で
あ

る
と
考
え
て
い
ま
す
。
計
画
で
は
学
校
の

耐
震
化
や
、
大
規
模
ク
ラ
ブ
の
解
消
に
伴

う
施
設
整
備
、
民
設
ク
ラ
ブ
の
整
備
促
進

方
策
の
検
討
な
ど
を
行
い
、
学
童
保
育
の

充
実
を
図
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

・
保
育
所
を
拡
充
し
て
待
機
児
童
を
無
く
し

て
ほ
し
い
。

本
計
画
で
は
、
保
育
園
整
備
計
画
に
基
づ

き
、
民
間
活
力
の
導
入
に
よ
る
保
育
園
整

備
を
進
め
る
と
と
も
に
、
認
可
外
保
育
施

設
の
運
営
を
支
援
し
、
待
機
児
童
の
解
消

に
努
め
る
こ
と
を
盛
り
込
ん
で
い
ま
す
。

ま
た
、
保
育
所
数
、
利
用
人
数
と
も
に
増

加
の
目
標
を
定
め
て
い
ま
す
。

・
分
娩
費
用
の
公
助
と
軽
減
化
を
図
っ
て
ほ

し
い
。

分
娩
費
用
の
助
成
は
、
各
医
療
保
険
が
行

っ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
国
民
健
康
保
険
の

場
合
、
３９
万
円
（
産
科
医
療
補
償
制
度
に

加
入
し
て
い
る
病
院
の
場
合
４２
万
円
）
を

支
給
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
平
成
２１
年
１０
月
か
ら
は
医
療
機
関

へ
の
直
接
支
払
制
度
が
開
始
さ
れ
、
分
娩

費
用
の
負
担
軽
減
が
図
ら
れ
た
と
こ
ろ
で

す
。

・
妊
婦
の
定
期
健
診
の
無
料
化
を

安
心
・
安
全
な
妊
娠
、
出
産
の
た
め
に
、

妊
婦
一
般
健
康
診
査
費
の
助
成
を
、
妊
婦

一
人
当
り
５
回（
２
万
８
０
０
０
円
分
）だ

っ
た
も
の
を
、
昨
年
か
ら
１４
回
（
７
万
３

０
０
０
円
分
）
に
拡
充
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

今
後
と
も
、
妊
婦
健
診
に
か
か
る
費
用
の

動
向
を
み
な
が
ら
、
助
成
を
行
っ
て
い
き

ま
す
。

次
の
場
所
で
、
全
文
を
公
表
し
て
い
ま
す
。

■本
子
ど
も
課
、
■西
保
健
福
祉
課
、
■塩
市
民

福
祉
課
、
箒
根
出
張
所
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ

問
い
合
わ
せ

■本
子
ど
も
課

�
０
２
８
７（
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）７
１
３
８

【本誌中では、次の省略記号を使用しています】 ■本…本庁舎（黒磯） ■西…西那須野庁舎 ■塩…塩原庁舎

パブリックコメント（意見募集・結果公表）

結
果
公
表

次
世
代
育
成
支
援
対
策

行
動
計
画（
後
期
計
画
）

意
見
募
集

生
活
排
水
処
理
構
想
・

下
水
道
中
期
ビ
ジ
ョ
ン（
素
案
）
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市
営
自
転
車
駐
車
場
が
オ
ー
プ
ン

市
営
西
那
須
野
駅
西
口
自
転
車
駐
車
場

が
、
鉄
骨
２
階
建
て
の
駐
車
場
と
し
て
完

成
、
４
月
８
日
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。

こ
の
自
転
車
駐
車
場
は
自
転
車
４
０
９

台
、
原
動
機
付
自
転
車
３２
台
が
駐
車
で
き
、

直
接
、
駅
へ
入
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま

た
１
階
に
は
ト
イ
レ
が
併
設
さ
れ
、
利
便

性
の
高
い
施
設
と
な
っ
て
い
ま
す
。

業
務
時
間

午
前
６
時
３０
分
〜
午
後
９
時

休
業
日

１２
月
３１
日
〜
１
月
３
日

問
い
合
わ
せ

■本
生
活
課

�
０
２
８
７（
６２
）７
１
２
７

お持ちのカードはどんなカード？
カードと一口に言っても、最近は多種多様なカー

ドがあります。あなたはどんなカードをお持ちです

か？

キャッシュカード

銀行や郵便局の預金口座からお金を入出金すると

きに使うカードです。

クレジットカード

信販会社から個人に対して、それぞれの限度額ま

でなら立替払いをしてあげますよ、と言うものです。

立て替えてもらった金額を、後から信販会社に返さ

なくてはいけません。

デビットカード

デビット機能がついたキャッシュカードで、買い

物をする際、自分の預金口座から即座にお金が引き

落とされます。

プリペイドカード

スーパーや百貨店の商品券、ギフト券と同じで、

前払式証標と言われているものです。従来の図書カ

ードだけでなく、鉄道やバスなどの交通系もあり、

いずれも設定された金額を前払いで購入し、商品購

入時やサービス提供時に現金の代わりに使用します。

同じプリペイド方式でも、事前にチャージするIC

カード型電子マネー（鉄道会社系、流通系）も増え

てきています。

ポイントカード

企業や店舗が、サービス利用者に付加価値として

ポイントを付与するものです。たまったポイントを

次回以降の買い物に利用できることから消費者の購

入動機にもなっています。

現在企業ポイントを規制する法律はありません。

事業者が一方的に利用条件を変更・廃止したり、場

合によっては倒産したりする可能性もあります。ガ

イドラインはありますが、法的な効力はありません。

カードにはそれぞれリスクや特性があります。そ

れらを理解した上で使うようにしましょう。

消費生活センター（ゆ～バスいきいきふれあい
センター前下車）�0287（63）7900
（開設時間：平日の午前8時30分～午後5時）

※消費生活センターは「消費者個人」と「事業者」との間のト
ラブルに関する相談を受け付けている機関です。

利用料金

定期使用料

3カ月

2,700円

4,000円

1 カ月

1,200円

1,800円

一日
使用料

100円

150円

自転車

原動機付
自 転 車

西
那
須
野
駅
西
口
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ミニ

青木邸フォトコンテスト
結果発表

青木邸フォトコンテストにご応募
いただきありがとうございました。
・最優秀賞 佐海忠夫氏（真岡市）
・優秀賞 山本恵司氏（青木）

福田英幸氏（高砂町）
・入選 6点
入賞作品を黒磯庁舎 1階市民室に、
3月29日（月）から 4月 9日（金）まで
展示します。
問い合わせ ■西生涯学習課
�0287（37）5419

西那須野スキースポーツ少年団
団員募集

対 象 市内の小・中・高校生
内 容
・冬季／スキー合宿、雪上トレーニン
グ、スキー大会参加など
・春～秋／体力テスト、サイクリング、
キャンプなど
参加費
7,000円（保険料、登録料含む）

申し込み 入団式の時に、入会金を
添えて申し込む（印かん持参）

その他 入団式を 4月18日（日）午前
10時から西那須野公民館で開催

問い合わせ
郡司 �0287（36）0356
林 �0287（36）8595

那須塩原春季市民
ダブルステニス大会

と き 4 月11日（日） 9時～
予備日 5月 2日（日）
場 所 くろいそ運動場テニスコー
ト12面
対 象
市民、市内勤務者、協会登録者
種 目 男子ダブルスＡ、男子ダブ
ルスＢ（初中級者）、女子ダブルス

※種目および試合方法は、参加者数
により変更となる場合があります。
参加費 一般3,000円（高校生以下
1,500円）、協会登録者（ペアのどち
らかが協会登録者であれば可）
2,000円（高校生以下1,000円）
申し込み
①那須塩原テニス協会各クラブ
※ 4月 1日（木）ドロー会議締め切り。
②■西スポーツ振興課�0287（37）5439
※ 3 月30日（火）締め切り。
その他
〔参加費振込先〕
栃木銀行黒磯西支店（普）4538111
那須塩原テニス協会会長 秋間 忍
問い合わせ 大会運営担当（アップ
ルテニスチーム 田川）
�090（1658）4432
または、
nasushiobara_tennis@yahoo.co.jp

市ナイターテニス教室

と き 4 月20日～ 6月22日の毎週
火曜 全10回 雨天中止
予備日 6月29日（火）、 7月 6日
（火）
場 所
くろいそ運動場テニスコート 2面
対 象
市民、市内勤務者、協会登録者
内 容 初級者：テニスの初歩、中
級者：ゲームの基礎～ミニゲーム
定 員 30人
参加費 一般市民4,000円、協会登録
者3,000円、高校生以下2,000円
申し込み
①那須塩原テニス協会各クラブ
②■西スポーツ振興課（参加費は初回
の教室時にお支払いください）
�0287（37）5439
問い合わせ テニス協会担当 大西
�090（4922）6621
または、
nasushiobara_tennis@yahoo.co.jp

※市民ダブルテニス、ナイターテ
ニス教室については、詳しくは
協会ホームページをご覧くださ
い。
■HP : //sports.geocities.jp/tennis_
nsta/

春の芸術祭を開催いたします。ぜひご来場ください。
問い合わせ ■西生涯学習課
�0287（37）5419

黒磯地区文化協会
春の芸術祭開催

その他

入場無料

当日券あり

当日申し込み可

入場無料

ところ

いきいきふれあい
センター

黒磯文化会館

いきいきふれあい
センター

と き

4 月10日（土）～11日（日）
午前 9時～午後 5時（11日は午後 4時）

4月11日（日）午前10時～午後 3時

4月18日（日）正午～午後 4時

4月25日（日）午前 9時～午後 4時

4月18日（日）午前10時～午後 4時

5月14日（金）～16日（日）
午前 9時～午後 5時（16日は午後 5時）

6月 4日（金）～ 6日（日）
午前 9時～午後 5時（ 6日は午後 3時）

内 容

美術展（華道・書道・絵画・ちぎ
り絵・写真 ほか）

茶 会

お花見俳句会

囲碁大会

芸能発表会（民謡・吟詠剣詩舞・
舞踊・フラダンス・邦楽 ほか）

山野草展

さつき展

平成22年 3月20日号５



3月3日、子どもたちの成長や健康を願うひな祭り
が東保育園で行われました。
お祭りでは、園児たち113人が出席し、紙芝居を見
ながらひな祭りの由来を学んだほか、ピアノの伴奏に
あわせて「たのしいひなまつり」を歌ったり、保育士
の紙人形劇を鑑賞しました。
その後おやつの時間に、ひなあられを食べ、みんな
でお祭りを祝いました。

保育園でひな祭り

豊浦小学校で拓陽生が出張授業
2月23日、那須拓陽高校「もーもークラブ」の2

年生8人が豊浦小学校で3年生66人に、市の乳牛や牛
乳のことについて学ぶ出張授業をしました。
「牛乳を飲むと体に良い事は？」、「乳牛が1日に出す
牛乳の量は？」などクイズで児童たちに牛乳の栄養や
性質について学んでもらい、牛乳の消費拡大もPRしま
した。また、生クリームが入ったペットボトルを上下
に振ってバターを作る体験もし、作ったバターをクッ
キーに付けて試食しました。参加した子どもたちは「手
が疲れたけど、自分で作って食べるバターはおいしい」
と笑顔で話していました。

全国児童画コンクールで表彰
え か

とようら保育園児、蜂巣愛り香ちゃん（写真左から
2番目）の絵「花火楽しかったよ」が、全国児童画コ
ンクールで、37万点以上の応募の中から優秀賞に選ば
れました。

あ ゆ

この絵は、双子の姉、愛侑みちゃんと一緒に花火を
楽しんだときの夏の思い出を描いたものです。
ほかに3人の園児が入選しました。結果は以下のと

おりです。
優秀賞 蜂巣愛り香ちゃん

ね む

入 選 平山寧夢ちゃん、菊地美華ちゃん、糸井響君

６平成22年 3月20日号



サケの稚魚を放流しました
2月中旬、「またサケが帰ってくる姿が見たい」「子供

たちに思い出に残る行事を」との思いから那珂川北部
漁業協同組合が主催となり、那珂川水系の河川にサケ
の稚魚の放流が行われました。
17日には金沢小学校の児童により箒川（下流で那珂
川に合流）へ約7,000匹（写真）、21日には西岩崎を流
れる那珂川へ約2万匹の稚魚が放流されました（表紙
写真）。
21日の放流に参加した菊地陽奈子ちゃん（大原間小
1年）は、「サケは小さくてかわいい。また川に帰って
きたサケを見たい」と話していました。

白銀の田園を駆け抜けました

2月14日関谷地内で、アグリパル塩原主催の第３回
田空マラソン大会が開催されました。
道の駅湯の香しおばらをスタート・ゴール地点とし
て、周囲の田園地帯の1㎞と2㎞のコースで行われま
した。
この日は、市内外から約250人が参加。真っ白な雪が
降り積もった田園地帯を、真っ白な息を吐きながら駆
け抜けていきました。
また、会場ではハーモニカや地元の子どもたちによ
るお囃子の演奏、もちなどが振る舞われ、ゴールした
ランナーをもてなしていました。

暮らしに役立つヒントを学びました
2月21日、いきいきふれあいセンターで第5回消費

生活と環境展が行われました。
今回は「なすしおばらの暮らしと環境を考える」を

テーマに行われ、暮らしや環境など34の団体が出展し、
約800人が訪れました。
館内には41の展示が設けられ、不法投棄や産業廃棄

物処理の問題を訴えたほか、包装紙を使ったペーパー
フラワー作りが行われました。また、3階の特設ステ
ージでは還付金詐欺に注意を促す劇などが行われ、訪
れた人は暮らしに役立つ情報を楽しみながら学んでい
ました。

温泉との正しい付き合い方を教えます
～温泉講習会～

2月16日、板室温泉健康のゆグリーングリーンで、
黒磯地区温泉保護開発協会が主催する温泉の効果と健
康づくりをテーマにした講習会が行われました。
参加した人たちは、『温泉は体にとって、非常に良い
ものではあるが、誤った方法で入浴を行うと、かえっ
て体にマイナスになる面もある』ことについてわかり
やすく説明を受けました。その後、温泉の正しい入浴
方法や、入浴しながらでも簡単にできるマッサージな
どを実際に体験し、身近な存在の温泉について楽しく
学んでいました。

あなたの周りの身近な出来事や話題をお寄せください ■本秘書課 �0287（62）7109
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お
知
ら
せ

土
砂
災
害
警
戒
区
域
、

土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域

の
指
定
に
つ
い
て

黒
磯
地
区
の
１４
カ
所
が
、
土
砂

災
害
警
戒
区
域
お
よ
び
土
砂
災
害

特
別
警
戒
区
域
に
指
定
さ
れ
ま
し

た
。詳

し
い
場
所
な
ど
は
、
次
の
場

所
で
縦
覧
で
き
ま
す
。

縦
覧
場
所

・
県
砂
防
水
資
源
課

・
大
田
原
土
木
事
務
所

・
市
役
所
（
道
路
課
）

問
い
合
わ
せ

大
田
原
土
木
事
務
所
企
画
調
査
課

�
０
２
８
７（
２３
）５
８
８
２

■本
道
路
課

�（
６２
）７
０
８
２

国
民
年
金
保
険
料
の

納
め
忘
れ
は
な
い
で
す
か

◆
納
付
の
時
効
は
２
年
間

年
金
は
、
世
代
と
世
代
の
支
え

合
い
の
制
度
で
す
。
あ
な
た
が
納

付
す
る
保
険
料
が
、
高
齢
者
世
代

の
生
活
を
支
え
て
い
ま
す
。
同
時

に
、
あ
な
た
の
受
給
権
を
守
る
た

め
に
も
、
保
険
料
は
忘
れ
ず
に
納

付
し
ま
し
ょ
う
。

国
民
年
金
の
給
付
に
は
、
老
後

の
生
活
保
障
で
あ
る
老
齢
基
礎
年

金
だ
け
で
な
く
、
思
わ
ぬ
事
故
な

ど
に
よ
り
障
害
が
残
っ
た
と
き
の

障
害
基
礎
年
金
、
生
計
を
維
持
し

て
い
る
人
が
亡
く
な
っ
た
と
き
の

遺
族
基
礎
年
金
が
あ
り
ま
す
。

保
険
料
を
納
付
期
限
ま
で
に
支

払
っ
て
な
い
と
、
こ
の
よ
う
な
年

金
給
付
を
受
け
取
れ
な
い
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
納
付
期
限
か

ら
２
年
間
を
過
ぎ
る
と
保
険
料
を

納
付
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
る

た
め
、
将
来
受
給
す
る
老
齢
基
礎

年
金
の
年
金
額
が
減
少
し
た
り
、

受
け
取
れ
な
く
な
っ
た
り
す
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。
保
険
料
は
、
日

本
年
金
機
構
か
ら
送
付
さ
れ
る
納

付
書
で
、
金
融
機
関
・
郵
便
局
・

近
く
の
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア

な
ど
で
支
払
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◆
一
括
前
納
で
割
引
あ
り

国
民
年
金
保
険
料
は
、「
一
括
し

て
前
納
」
す
る
と
割
引
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
納
付
書
以
外
に
も
、
口

座
振
替
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
バ
ン

キ
ン
グ
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
納

付
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
は
保
険

料
を
支
払
い
に
行
く
手
間
が
省
け
、

納
め
忘
れ
も
防
ぐ
こ
と
が
で
き
る

の
で
、
ぜ
ひ
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

大
田
原
年
金
事
務
所

�
０
２
８
７（
２２
）６
３
１
３

国
民
健
康
保
険
か
ら
の

お
知
ら
せ

国
民
健
康
保
険
の
高
齢
受
給
者

証
に
つ
い
て
、
医
療
機
関
の
窓
口

で
支
払
う
一
部
負
担
金
の
割
合
が
、

『
２
割
（
平
成
２２
年
３
月
３１
日
ま

で
は
１
割
）』
と
な
っ
て
い
る
人

は
、
４
月
か
ら
２
割
に
引
き
上
げ

に
な
る
予
定
で
し
た
が
、
１
割
の

一
部
負
担
金
の
割
合
が
、
平
成
２３

年
３
月
３１
日
ま
で
据
え
置
き
と
な

り
ま
し
た
。

対
象
と
な
る
人
に
は
、
４
月
以

降
の
新
し
い
受
給
者
証
を
３
月
下

旬
に
発
送
し
ま
す
。

な
お
、
現
在
３
割
負
担
と
な
っ

て
い
る
人
は
変
更
が
な
い
た
め
、

４
月
以
降
も
今
ま
で
の
受
給
者
証

を
引
き
続
き
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

■本
保
健
課

�（
６２
）７
１
２
９

県
か
ら
市
へ
事
務
の

権
限
委
譲
の
お
知
ら
せ

次
の
事
務
が
県
の
事
務
の
権
限

委
譲
に
よ
り
、
４
月
１
日
か
ら
市

へ
権
限
委
譲
さ
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

▼
と
ち
ぎ
ふ
る
さ
と
街
道
景
観
条

例
に
基
づ
く
本
市
区
域
に
係
る

届
出（
屋
外
広
告
物
許
可
申
請
）

の
窓
口
が
県
北
環
境
森
林
事
務

所
か
ら
市
に
変
更

※
当
条
例
の
届
出
対
象
と
な
る
那

須
・
塩
原
街
道
景
観
形
成
地
区

は
、
国
道
４
０
０
号
の
一
部

（
東
北
自
動
車
道
交
差
部
か
ら

関
谷
地
内
蟇
石
橋
付
近
ま
で
）

お
よ
び
、
県
道
矢
板
那
須
線
の

一
部
（
関
谷
地
内
旧
４
０
０
号

交
差
点
か
ら
那
須
町
境
ま
で
）

の
沿
線
で
す
。

問
い
合
わ
せ

■本
都
市
計
画
課�（

６２
）７
１
５
９

▼
県
の
「
自
然
環
境
の
保
全
及
び

緑
化
に
関
す
る
条
例
」
に
基
づ

く
許
認
可
等
の
事
務
（
県
自
然

保
全
地
域
（
※
）
内
で
の
、
土

地
の
形
成
変
更
や
建
造
物
の
設

置
な
ど
）

な
な
せ
ん
や
ま

※
金
沢
の
一
部
お
よ
び
七
千
山
。

問
い
合
わ
せ

■本
環
境
管
理
課�（

６２
）７
１
９
３

市役所の開庁時間が変わります
4 月 1 日から市役所（本庁・各支所・出張所）、

各保健センターおよび児童生徒サポートセンタ
ーの開庁時間が午後5時15分までと変更になり
ます。詳しくは、広報なすしおばら 2月20日号
（№124）をご覧ください。
※トワイライトサービス（窓口延長サービス）は、
従来どおり変更ありません。

問い合わせ ■本総務課 �（62）7176

「広報なすしおばら」掲載広告を募集中
5 月以降に発行される広報に広告を掲載してみませんか。

掲載枠（いずれも黒単色）
1号広告（48mm×170mm）、 2号広告（48mm×85mm）

掲載料（ 1回当たりの税込み掲載料）
1号広告：30,000円、 2号広告：15,000円

発行部数 毎回34,000部発行（毎月 2回発行）
※最長 6カ月発行分までをまとめて申請できます。

問い合わせ ■本秘書課 �（62）7109

■本市役所本庁舎
〒325‐8501 共墾社１０８番地２

■西西那須野庁舎
〒329‐2792 あたご町２番３号

■塩塩原庁舎
〒329‐2993 中塩原１番地２

箒根出張所
〒329‐2801 関谷１２６６番地４

８平成22年 3月20日号



中
央
通
り（
西
那
須
野

地
内
）が
開
通
し
ま
す

昨
年
か
ら
工
事
を
進
め
て
い
た

都
市
計
画
道
路
３
・
４
・
２
中
央

通
り
の
一
部
が
、
３
月
３１
日
か
ら

通
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

供
用
開
始
日

３
月
３１
日
�

供
用
開
始
区
間

一
般
県
道
西
那
須
野
停
車
場
線

か
ら
市
道
睦
・
石
林
線
（
旧
国

道
４
０
０
号
）間
の
約
６
０
０
ｍ

区
間

問
い
合
わ
せ

■西
建
設
課

�（
３７
）８
４
９
３

～平成22年度集団注射～
生後90日を過ぎた犬には、生涯 1度の登録と毎年 1回の狂犬病予防ワクチン接種が法律で義務付けられていま

す。この機会に、忘れずに接種を受けましょう。
実施期間 黒磯地区 4月12日（月）～18日（日）

塩原地区 4月26日（月）～28日（水） ※広報なすしおばら 4月 5日号に日程表を掲載します。
西那須野地区 5月13日（木）～16日（日） ※広報なすしおばら 4月20日号に日程表を掲載します。

注射料金 1 頭当たり３，３００円 ※新規登録する場合は、３，０００円が別途必要。
注意事項
①登録犬の飼い主には個別に問診票を送付するので、当日持参してください。（問診票が無い場合も受け付けます）
②犬同士がケンカなどをしないよう、犬を制御できる人が連れて来てください。
③犬の首輪は、首が抜けないようにしてください。
④会場や道路などでの犬のフンは、飼い主が必ず持ち帰ってください。
⑤次の場合は市へ連絡をしてください。
・飼い犬が死亡した ・犬の所在地が変わった ・飼い主が転居した ・飼い主が変わった

◆ ◆ 狂犬病予防集合注射日程表（黒磯地区） ◆ ◆
と こ ろ

宮町市営バス駐車場

黒磯公園グラウンド

王冠パチンコ駐車場

東原地域活動センター

旧福田インテリア脇空地

埼玉公民館

高林活力倍増センター

戸田多目的集会施設

青木四区多目的集会施設

青木三区自治公民館

黒磯高校第2グラウンド

県営埼玉住宅脇空地

市役所駐車場

とようら公民館

市役所駐車場

黒磯保健センター

稲村公民館

板室温泉公営駐車場

百村生活改善センター

穴沢小学校

西岩崎集落センター

田舎ランド鴫内

那須塩原市森林組合駐車場

洞島多目的集会施設

青木二区集落センター

青木一区多目的研修センター

と き

9：40～ 9：55

10：10～11：10

11：30～11：50

1：15～ 1：55

2：05～ 2：40

3：05～ 3：30

9：40～10：00

10：15～10：30

10：55～11：15

11：30～11：50

1：15～ 1：45

2：00～ 2：30

2：55～ 3：30

9：40～10：25

10：50～11：50

1：15～ 1：55

2：20～ 3：20

9：35～ 9：50

10：10～10：25

10：45～11：15

11：45～11：55

1：15～ 1：35

1：50～ 2：10

2：40～ 2：50

3：05～ 3：20

3：30～ 4：00

狂犬病予防接種を忘れずに

午

前

午

後

午

前

午

後

午
前

午
後

午

前

午

後

4 ／15（木）

4 ／16（金）

4 ／17（土）

4 ／18（日）

と こ ろ

無栗屋多目的集落センター

波立小学校側温泉神社

北和田公民館

旧東那須野給食センター

ブリヂストン栃木工場アパート駐車場

沓掛集落センター

北弥六公民館

区画整理課駐車場

東那須野公民館

熊久保公民館

寺子一里塚公園向かい空地

鍋掛公民館体育館前駐車場

野間自治会公民館

二区・三区金子自治公民館

シニアセンター

とようら公民館

下中野集落センター

金乗院第2駐車場

三本木公民館

佐野集会所

くろいそ運動場東側駐車場

厚崎公民館前駐車場（文化会館隣）

下厚崎自治公民館

問い合わせ ■本環境管理課 �（62）7142

と き

9：30～ 9：40

9：50～10：05

10：15～10：30

10：40～11：05

11：30～11：50

1：15～ 1：35

1：45～ 2：00

2：15～ 2：30

3：00～ 3：20

9：25～ 9：35

9：50～10：10

10：25～10：50

11：15～11：30

11：40～11：50

1：15～ 2：00

2：15～ 3：00

9：40～ 9：55

10：10～10：30

10：55～11：15

11：30～11：50

1：15～ 2：20

2：30～ 3：05

3：15～ 3：30

午

前

午

後

午

前

午
後

午

前

午

後

4 ／12（月）

4 ／13（火）

4 ／14（水）

平成22年 3月20日号９
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�
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２
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。



母
子
家
庭
高
等
技
能
訓

練
促
進
費
等
給
付
事
業

母
子
家
庭
の
お
母
さ
ん
が
専
門

的
な
資
格
取
得
の
た
め
、
２
年
以

上
養
成
機
関
で
修
業
す
る
場
合
に
、

生
活
の
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、

一
定
期
間
給
付
金
を
支
給
し
ま
す
。

対

象
２０
歳
未
満
の
子
ど
も
を
養
育
し

て
い
る
母
子
家
庭
の
母
で
次
の

す
べ
て
の
要
件
を
満
た
す
人

①
市
内
に
住
所
が
あ
る

②
児
童
扶
養
手
当
の
支
給
を
受
け

て
い
る
か
、
ま
た
は
同
様
の
所

得
水
準
に
あ
る

③
養
成
機
関
で
２
年
以
上
の
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
を
修
業
し
、
対
象
資

格
の
取
得
が
見
込
ま
れ
る

④
生
活
保
護
を
受
け
て
い
な
い

⑤
就
業
ま
た
は
、
育
児
と
修
業
と

の
両
立
が
困
難
で
あ
る
と
認
め

ら
れ
る

⑥
過
去
に
母
子
家
庭
高
等
技
能
訓

練
促
進
費
等
給
付
金
を
受
給
し

て
い
な
い

対
象
資
格

看
護
師
、
介
護
福
祉

士
、
保
育
士
、
理
学
療
法
士
、

作
業
療
法
士

支
給
額

・
市
町
村
民
税
非
課
税
世
帯

月
額
１４
万
１
０
０
０
円

・
市
町
村
民
税
課
税
世
帯

月
額
７
万
５
０
０
円

そ
の
他

給
付
金
の
支
給
を
受
け
る
た
め

に
は
、
養
成
機
関
で
の
修
業
前

に
事
前
相
談
が
必
要
に
な
る
の

で
、
次
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ

さ
い

問
い
合
わ
せ

■本
子
ど
も
課
�（
６２
）７
１
３
８

■西
保
健
福
祉
課�（

３７
）６
２
３
１

■塩
市
民
福
祉
課�（

３２
）２
９
１
２

防
火
標
語
の
最
優
秀

受
賞
者
が
決
定

西
那
須
野
防
火
管
理
協
会
で
は
、

春
季
全
国
火
災
予
防
運
動
の
一
環

と
し
て
西
那
須
野
地
区
の
各
小
中

学
校
か
ら
防
火
標
語
を
募
集
し
ま

し
た
。

応
募
総
数
１
１
４
点
（
入
選
１６

点
）、
の
内
、
最
優
秀
賞
５
点
は

防
火
チ
ラ
シ
を
作
成
し
、
西
那
須

野
地
区
の
各
家
庭
、
会
員
事
業
所

な
ど
へ
配
布
し
ま
し
た
。

最
優
秀
賞
受
賞
者
（
敬
称
略
）

【
小
学
校
５
年
生
の
部
】

ま
つ
む
ら
な
お
や

松
村
直
哉
（
南
小
）

「
消
し
た
か
な

迷
っ
た
時
は

再
確
に
ん
」

【
小
学
校
６
年
生
の
部
】

せ
き
や

き

り

こ

関
谷
綺
利
子
（
三
島
小
）

「
変
わ
る
世
に

変
わ
ら
ぬ
防

火
と

そ
の
心
」

【
中
学
校
１
年
生
の
部
】

き
む
ら
れ
い
か

木
村
玲
伽
（
西
那
須
野
中
）

「
確
か
め
て

少
し
の
油
断

火
事
の
も
と
」

【
中
学
校
２
年
生
の
部
】

ほ
ん
だ
い
っ
せ
い

本
多
一
誠
（
西
那
須
野
中
）

「
火
の
用
心

家
族
み
ん
な
の

合
言
葉
」

【
中
学
校
３
年
生
の
部
】

こ
ば
や
し
き
ざ
し

小
林
萌
（
三
島
中
）

「
防
災
は

ひ
と
り
ひ
と
り
の

心
が
け
」

問
い
合
わ
せ

大
田
原
地
区
広
域
消
防
組
合
消

防
署
西
那
須
野
分
署

�（
３６
）２
３
０
０

景
観
法
・
那
須
塩
原
市

景
観
条
例
に
よ
る
届
出

制
度
が
始
ま
り
ま
す

栃
木
県
景
観
条
例
に
よ
る
届
出

制
度
は
３
月
３１
日
で
終
了
し
、
４

月
１
日
か
ら
景
観
法
・
那
須
塩
原

市
景
観
条
例
に
よ
る
届
出
制
度
が

始
ま
り
ま
す
。

詳
し
く
は
、
次
に
問
い
合
わ
せ

て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

■本
都
市
計
画
課�（

６２
）７
１
５
９

箱
の
森
プ
レ
イ
パ
ー
ク

が
開
村
し
ま
す

冬
期
間
休
村
中
の
箱
の
森
プ
レ

イ
パ
ー
ク
が
４
月
１
日
�
に
開
村

し
ま
す
。

開
村
時
間

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

※
遊
湯
セ
ン
タ
ー
は
午
前
１０
時
〜

午
後
８
時
。

※
休
村
日
は
、
毎
週
水
曜
（
祝
日

の
場
合
は
翌
日
）
で
す
。

主
な
施
設

自
転
車
広
場
（
写
真
）、
オ
ー

ト
キ
ャ
ン
プ
場
、
ケ
ビ
ン
、
ア

ス
レ
チ
ッ
ク
広
場
、
日
帰
り
温

泉「
遊
湯
セ
ン
タ
ー
」、
木
工
・

陶
芸
教
室

ほ
か

入
村
料

無
料

問
い
合
わ
せ

箱
の
森
プ
レ
イ
パ
ー
ク

�（
３２
）３
０
１
８

4月5日からダイヤが
変わります

もっと楽しく！もっと便利に！

4 月 5 日（月）からゆ～バ
スのダイヤが一部変わりま
す。
詳しくは、市のホームペ

ージや公民館などに置いて
ある改正時刻表を見てください。
問い合わせ

■本生活課 �（62）7127
《黒磯地区》やしお観光バス㈱ �（37）3335
《西那須野・塩原地区》

JRバス関東㈱ �（36）0109

ゆ～バス

１０平成22年 3月20日号



春
の
交
通
安
全

市
民
総
ぐ
る
み
運
動

４
月
６
日
�
か
ら
「
春
の
交
通

安
全
市
民
総
ぐ
る
み
運
動
」
を
実

施
し
ま
す
。

４
月
１０
日
は
「
交
通
事
故
死
ゼ

ロ
を
目
指
す
日
」
で
す

◆
運
動
の
基
本

○
子
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通
事
故

防
止

こ
の
季
節
は
、
ま
だ
道
路
の
歩

行
に
慣
れ
な
い
新
入
学
児
童
や
、

散
歩
を
楽
し
む
高
齢
者
の
姿
を

多
く
見
か
け
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
歩
行
者
を
見
か
け

た
ら
、
減
速
・
徐
行
・
一
時
停

止
な
ど
、「
思
い
や
り
の
あ
る
」

運
転
を
実
践
し
ま
し
ょ
う
。

◆
運
動
の
重
点

①
全
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト

と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し

い
着
用
の
徹
底

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
は
出
発
前
に
正

し
く
着
用
す
る
こ
と
を
習
慣
づ

け
、
助
手
席
や
後
部
座
席
の
同

乗
者
に
も
必
ず
着
用
さ
せ
ま
し

ょ
う
。

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
は
子
ど
も

の
体
格
に
あ
っ
た
も
の
を
選
び
、

正
し
く
使
用
し
ま
し
ょ
う
。

②
自
転
車
の
安
全
利
用
の
推
進

自
転
車
も
車
と
同
じ
車
両
で
す
。

歩
道
を
通
行
す
る
と
き
は
歩
行

者
を
優
先
し
ま
し
ょ
う
。

交
差
点
で
の
一
時
停
止
や
安
全

確
認
、
夜
間
の
走
行
に
は
十
分

に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

③
飲
酒
運
転
の
根
絶

重
大
な
事
故
に
直
結
す
る
飲
酒

運
転
は
故
意
に
よ
る
犯
罪
行
為

で
す
。

「
飲
ん
だ
ら
乗
ら
な
い
、
乗
る

な
ら
飲
ま
な
い
」
を
徹
底
し
、

飲
酒
運
転
を
根
絶
し
ま
し
ょ
う
。

こ
の
機
会
に
、
交
通
の
場
面
に

潜
む
事
故
の
さ
ま
ざ
ま
な
危
険
に

つ
い
て
、
家
族
み
ん
な
で
考
え
、

市
民
一
人
ひ
と
り
の
心
が
け
で
交

通
事
故
を
防
止
し
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ

■本
生
活
課

�（
６２
）７
１
２
７

子
ど
も
手
当
に
つ
い
て
の

お
知
ら
せ

次
代
の
社
会
を
担
う
子
ど
も
一

人
一
人
の
育
ち
を
社
会
全
体
で
応

援
す
る
観
点
か
ら
、
子
ど
も
手
当

制
度
が
創
設
さ
れ
ま
す
。

支
給
対
象

中
学
校
修
了
ま
で
の
子
ど
も

支
給
金
額

月
額
１
万
３
０
０
０
円

申
請
の
要
否

子
ど
も
手
当
法
施
行
日
前
日
の

時
点
で
、
児
童
手
当
の
認
定
を

受
け
て
い
る
子
ど
も
分
に
つ
い

て
の
申
請
は
不
要
で
す

※
中
学
生
が
い
る
世
帯
や
、
所
得

制
限
で
児
童
手
当
を
受
け
て
い

な
か
っ
た
場
合
な
ど
は
、
申
請

が
必
要
で
す
。
詳
細
が
決
ま
り

次
第
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

そ
の
他

中
学
生
以
下
の
子
ど
も
が
い
る

世
帯
に
、
制
度
の
内
容
や
申
請

手
続
き
な
ど
の
詳
し
い
案
内
を

送
付
し
ま
す
（
４
月
中
旬
の
予

定
）

問
い
合
わ
せ

■本
子
ど
も
課

�（
６２
）７
１
３
８

■西
保
健
福
祉
課�（

３７
）６
２
３
１

■塩
市
民
福
祉
課�（

３２
）２
９
１
２

募
集

託
児
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

明
る
く
元
気
で
子
ど
も
が
大
好

き
な
人
を
募
集
中
。
年
齢
、
性
別
、

資
格
、
経
験
は
問
い
ま
せ
ん
。

活
動
内
容

市
内
で
県
や
市
な
ど
が
主
催
す

る
講
演
会
や
各
種
行
事
に
参
加

す
る
人
の
子
ど
も
を
預
か
り
、

保
育
し
ま
す

申
込
方
法

４
月
１６
日
�
ま
で
に

電
話
で
申
し
込
む

※
５
月
中
旬
〜
下
旬
に
説
明
・
研

修
会
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

子
育
て
相
談
セ
ン
タ
ー

�（
６４
）３
７
２
４

「
こ
い
の
ぼ
り
」
を

譲
っ
て
く
だ
さ
い

板
室
温
泉
の
春
の
風
物
詩
と
な

っ
て
い
る
約
１
０
０
匹
の
「
こ
い

の
ぼ
り
」
が
、
今
年
も
４
月
中
旬

か
ら
グ
リ
ー
ン
グ
リ
ー
ン
脇
の
那

珂
川
上
空
に
飾
り
つ
け
ら
れ
ま
す
。

皆
さ
ん
の
家
庭
で
使
っ
て
い
な

い
「
こ
い
の
ぼ
り
」
が
あ
り
ま
し

た
ら
、
ぜ
ひ
提
供
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

■本
商
工
観
光
課�（

６２
）７
１
５
６

研
修
会
・
講
座

消
費
生
活
リ
ー
ダ
ー

養
成
講
座

暮
ら
し
に
役
立
つ
知
識
を
身
に

つ
け
、
消
費
者
活
動
に
か
か
わ
っ

て
み
ま
せ
ん
か
。

消
費
者
活
動
に
積
極
的
に
取
り

組
む
意
欲
の
あ
る
人
や
関
心
の
あ

る
人
で
、
受
講
後
に
普
及
啓
発
活

動
な
ど
が
で
き
る
人
を
対
象
に

「
消
費
生
活
リ
ー
ダ
ー
」
を
養
成

す
る
講
座
で
す
。

と

き
５
月
２０
日
�
〜
１１
月
１１
日
�

（
全
１２
回
）

午
前
１０
時
〜
午
後
３
時

と
こ
ろ

栃
木
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

定

員

若
干
名

内

容

・
相
談
事
例
研
究

・
長
寿
社
会
と
生
活
設
計

・
製
品
安
全
に
つ
い
て

・
食
品
の
安
全
性

・
商
品
研
究

ほ
か

受
講
料

無
料

申
込
期
限

４
月
９
日
�

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

■本
生
活
課

�（
６２
）７
１
２
６

春の交通安全
市民総ぐるみ運動
4月6日（火）～15日（木）
～思いやる 心ひとつで 事故はゼロ～
那須塩原市交通安全対策協議会

平成22年 3月20日号１１

※
�
市
内
は
市
外
局
番
０
２
８
７
を
省
略
し
て
い
ま
す
。



訪
問
介
護
員
養
成
研
修

（
２
級
課
程
）

と

き
５
月
９
日
�
〜
１２
月
１９
日
�
ま

で
の
間
の
約
２０
日
間

と
こ
ろ

栃
木
県
母
子
福
祉
セ
ン
タ
ー

対

象
県
内
の
母
子
家
庭
の
母
お
よ
び

寡
婦
で
全
課
程
修
了
で
き
る
人

定

員

３０
人

内

容

・
講
義
（
５８
時
間
）

・
実
技
講
習
（
４２
時
間
）

・
実
習
（
３０
時
間
）

受
講
料

無
料

※
教
材
費
（
８
０
０
０
円
程
度
）

は
自
己
負
担
。

申
込
期
限

４
月
８
日
�

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

栃
木
県
母
子
寡
婦
福
祉
連
合
会

（
栃
木
県
母
子
福
祉
セ
ン
タ
ー
）

�
０
２
８（
６
２
２
）４
５
２
４

催
し

道
の
駅
「
明
治
の
森
・

黒
磯
」
感
謝
祭

と

き

４
月
１１
日
�

午
前
９
時
３０
分
〜
午
後
２
時

内

容

・
農
産
物
、
特
産
品
の
割
引
販
売

・
季
節
の
ア
イ
ス
の
値
引
販
売

・
つ
き
た
て
餅
、
焼
そ
ば
の
販
売

・
お
楽
し
み
抽
選
会

ほ
か

問
い
合
わ
せ

道
の
駅
管
理
事
務
所

�（
６３
）０
３
９
９

外国人のための日本語教室
もし、あなたの周りで言葉に困っている外国人がいたら、

市内の日本語教室をぜひ紹介してあげてください。

問い合わせ

三島公民館
�（36）8531

市国際交流協会
事務局（■本市民
協働推進課内）
�（62）7151

※ 1 参加費はすべて無料です。
※ 2 申し込みの必要はありません。直接会場に来てくだ

さい。
※ 3 筆記用具、ノートを持ってきてください。
※ 4 指導ボランティアも随時募集しています。

ところ

三島
公民館

いきいき
ふれあい
センター

東那須野
公民館

と き

4 月10日以降の
土曜（月 3回）
午後 2時～ 4時

毎週木曜
午後 7時～ 9時

毎週火曜
午後 7時～ 9時

名 称

三島公民館
「日本語教室」

国際交流協会
「こうりゅう
ひろば」
国際交流協会
「こうりゅう
サロン」

●3月の人口●
3月1日現在（ ）内は前月との比較

１１７，０３４人（＋３４）
男 ５８，１３１人（＋２２）
女 ５８，９０３人（＋１２）

世 帯 ４３，７２５戸（＋５３）
出 生 ８０人／死 亡 ８１人
転 入 ３１７人／転 出 ２８２人

平成17年国勢調査をもとに算出しています。

【平成22年 2月中の交通事故状況（人身事故）】

負傷者

55人

119人

－25人

死亡者

1人

1人

＋1人

発生件数

47件

91件

－16件

2月中

当年累計

（前年同月累計比）

那須野が原公園「緑の相談所」催しもの

ところ

緑の相談所
展示ホール
（入場：無料）

緑の相談所
講習室
※電話で申し込み可。

問い合わせ 那須野が原公園緑の相談所 �（36）1220

と き

4 月 2 日（金）
～15日（木）

4月17日（土）
～18日（日）

4月 4日（日）
午前10時～正午

行 事 名

虹の花押花展

古典園芸展

山野草の
管理

講

座

夜間・休日の水道修繕連絡先

夜間および土・日曜、祝日の水道漏水工事
は、次に連絡をしてください。

【連絡先】

・鳥野目浄水場
�0287（62）0229

・千本松浄水場
�0287（36）3145

問い合わせ ■西水道施設課 �（37）5213
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那須野が原博物館 �0287(36)0949
http : //www2.city.nasushiobara.lg.jp/hakubutsukan/

4月15日（木）は開こん記念祭の一環として展示室無料

●4月の親子体験チャレンジ
とき／テーマ／材料費
・ 4月11日（日）／モビールをつくろう／100円
・ 4月18日（日）／紙と糸でブンブンゴマ／100円
時 間 午前10時（受け付けは午前 9時30分～50分）
ところ 博物館研修室

●子ども自然観察教室参加者募集
対 象 市内小学 4・ 5・ 6 年生
定 員 各回20人（定員になり次第締め切り）
申し込み 博物館 受付期間： 4 月10日（土）～18日（日）

内容

春の花を見つけよう

身近な虫を見つけに
行こう

化石探しに出発しよう
冬の鳥を観察しよう

時間

午前 9時～11時

午前 9時～11時

午前 9時～午後 2時
午前 9時～11時

月日

4 ／24（土）

7 ／ 3（土）

11／13（土）
12／ 4（土）

平成22年度那須塩原自然講座
「那須野の動植物」受講生募集
環境管理課が平成１７年度から２１年度にかけて実施した
西那須野・塩原地区の動植物実態調査の成果をもとに、
両地区の動植物の特徴を探ります。
時 間 各回午後 1時30分～ 3時
ところ 博物館研修室
プログラム

講 師

那須塩原市動植物調査
研究会会長
酒井芳男氏、那須野が
原博物館 渡辺 剛
同研究会委員 原島�
一氏
同研究会委員 松村雄
氏
那須野が原博物館
渡辺 剛
同研究会委員 君島章
男氏
同研究会委員 平野敏
明氏、同研究会副会長
遠藤孝一氏

テーマ

那須塩原市動植物
実態調査の概要・
那須野の動植物

那須野の植物相

那須野の昆虫相Ⅰ

那須野の昆虫相Ⅱ

那須野の爬虫類・
両生類相と魚類相
那須野の鳥類相

月日

5 ／ 1
（土）

5 ／15
（土）
5 ／29
（土）
6 ／12
（土）
6 ／26
（土）
7 ／10
（土）

№

1

2

3

4

5

6

受講料 無料
定 員 70人（定員になり次第締め切り）
主 催 環境管理課・博物館
申し込み 博物館

那須野が原ハーモニーホール
�0287(24)0880 http : //www.nasu-hh.com/

●第53回レクチャーコンサート
シューベルト～ウィーン・ウィーン・ウィーン～
♪当ホール館長で音楽評論家の丹羽正明がクラシッ

クの本質を分かりやすくレクチャーします。今回は、
特にドイツ歌曲において功績が大きく「歌曲の王」と
呼ばれたシューベルトに迫ります。
7月 3日（土）／午後3時開演／大ホール

第1部 レクチャー「シューベルトの歌曲」
第2部 コンサート

全席指定 1,000円（友の会900円）
※入場は就学児以上となります。

ハーモニーホール自主講座受講生募集（受付中）
●オーストラ養成講座（那須フィルハーモニー管弦楽団）
受講日 毎週水曜日（午後 7時から）
対象者 小学校高学年以上でオーケストラが使う楽

器を所有し、ある程度演奏できる人
●合唱団育成事業（合唱団育成講座）
「一般の部」（那須野が原ハーモニー合唱団）
練習日 月曜日（月 3回程度 午後 7時から）
対象者 高校生以上

「少年少女の部」（那須野が原少年少女合唱団）
練習日 木曜日（月 3回程度 午後 6時30分から）
対象者 小・中学生

●演劇講座
受講日 火曜日（午後 7時から）

●舞台操作技術者養成講座
対象者 高校生以上（定員各20人）

「音響コース」
受講日 水曜日（午後 7時から）

「照明コース」
受講日 木曜日（午後 7時から）

講師 当ホールの舞台担当職員
合同開講式 4 月14日（水）／午後 7時／大ホール
※詳細は、ホールに問い合わせてください。

黒磯文化会館 �0287(63)3219
http : //www.kurobun.com/

●那須・塩谷地区高校演劇研究大会
4月 3日（土）／午前10時開演／小ホール／入場無料
出場予定校 那須拓陽高校、大田原女子高校、さくら

清修高校、矢板東高校、黒磯南高校
問い合わせ 事務局 那須拓陽高校 �0287（36）1225

友の会優先電話予約 5月 6 日（木）午前9時から
チケット発売 5月 8 日（土）午前9時から
一般電話予約 5月10日（月）午前9時から

平成22年 3月20日号１３



昼間

◆各保健センターの連絡先

黒磯保健センター �0287（63）1100
西那須野保健センター �0287（38）1356
■HPhttp://www2.city.nasushiobara.lg.jp/hokencenter/

休日当番医

診療時間：午前9時～午後5時 ※事前に当番医療機関に電話をしてから受診して下さい。
西那須野・塩原地区

図南循環器消化器診療所 ［東三島３丁目］
�0287（36）8211

阿久津整形外科 ［永田町］
�0287（36）3639

きくち内科クリニック ［下田野］
�0287（34）0678

小沼内科胃腸科クリニック ［西朝日町］
�0287（37）5353

あゆがせ小児科医院 ［新南］
�0287（37）5200

診療日

4日（日）

11日（日）

18日（日）

25日（日）

29日（木）

黒磯地区（那須町を含む）

三森医院 ［宮町］
�0287（62）1095

見川医院 ［那須町］
�0287（76）2204

黒磯病院 ［高砂町］
�0287（62）0961

河島医院 ［那須町］
�0287（75）0030

緑の杜クリニック ［大原間西］
�0287（67）3339

夜間 科目：内科、小児科 ※保険証、診療費を持参してください。

大田原市休日等急患診療所
�0287（23）6500

診療時間：午後6時30分～9時30分
診 療 日：毎週日・火・水曜

4月29日（木）
と こ ろ：大田原市保健センター

黒磯那須地区休日等急患診療所
�0287（63）1100

診療時間：午後7時～10時
診 療 日：毎週日・月・木・金・土曜
と こ ろ：黒磯保健センター（黒磯小学校前）

とちぎ子ども電話相談 毎日 午後7時～11時／�028（600）0099
大田原赤十字病院電話相談 毎日 24時間対応／�070（6571）8537
※診断などの医療行為は行いません。

小児救急電話相談

4444444444444444444444444444444444444444444444444444月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月のののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののの保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健
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予防接種を受けましょう！
予防接種は、特定の感染症にかからないよう、ある

いは重症化を予防するものです。
予防接種の種類によって、接種年齢・時期に違いが

ありますので、受け忘れがないように注意しましょう。
体調が良い時に、早めに接種しましょう！

①麻しん風しん混合予防接種

平成20年度から24年度までの 5年間は「麻しん（は
しか）排除計画」により、現行の第 1期・第 2期に加
え、中学 1年生と高校 3年生相当の年齢の人を対象に、
麻しんの予防接種を実施しています。
麻しんを防ぐには、生まれてから 2回の接種を受け

ることが大切です。過去に 1度接種を受けている人も、
2度目の接種を忘れずに受けてください。今後の就職
や進学の際に麻しんに対する免疫を持っていることが
条件とされることがあります。

受け方

医療機関で
個別接種

各中学校で
集団接種
（ 5～ 6月）

医療機関で
個別接種

対 象

1 ～ 2 歳未満

小学校就学前 1年間
（平成16年 4 月 2 日
～17年 4 月 1 日生まれ）

中学 1年生に相当する年齢
（平成 9年 4月 2日
～10年 4 月 1 日生まれ）

高校 3年生に相当する年齢
（平成 4年 4月 2日
～ 5年 4月 1 日生まれ）

種 類

第1期

第2期

第3期

第4期

接種期間 4 月 1 日～来年 3月31日
※望ましい接種時期は4～ 6月です。

（麻しん風しん混合第 1期以外）
接種回数 1 回
接種料金 無料
通 知 対象者へ個別にお知らせを送付します。

中学１年生は、中学校を通して送付しま
す。
※市外の中学校に通学している人はお手
数ですが黒磯保健センターに電話して
ください。

②ジフテリア・破傷風混合予防接種

平成19年度までは小学校での集団接種を実施してい
ましたが、厚生労働省から「予防接種を実施する場合
は保護者の同伴が必要であるため、原則個別接種が望
ましい」という見解が示されたことにより、平成20年
度から医療機関での個別接種となっています。

受け方

医療機関で
個別接種

対 象

小学 6年生
（平成10年 4 月 2 日
～11年 4 月 1 日生まれ）

種 類

第2期

接種期間 4 月 1 日～来年 3 月31日
接種回数 1 回
接種料金 無料
通 知 対象者へ個別にお知らせを送付します

③ポリオ予防接種

対 象 生後 3カ月～ 7歳 6カ月未満で、初めてま
たは 1回のみ接種の乳幼児

※BCG、三種混合ワクチン（ 1期初回接種 3回）の接
種を受けてから、なるべく早く受けましょう。
持参するもの 母子健康手帳、予診票
受け付け 午後 1時～ 1時45分（番号札順）
※番号札は午前11時55分から配布しますが、必ずしも
番号札を取りに来る必要はありません。
注 意

①パンフレット「予防接種と子どもの健康」を読んで
から受けましょう。「予防接種と子どもの健康」は、
生後 2カ月児のお子さんを対象として送付している
ものです。手元にない場合は、黒磯保健センターへ
連絡してください。
②当日は、お子さんの体調をよく知っている保護者が
連れてきてください。

ところ

西那須野保健センター

黒磯保健センター

と き

4 月 7 日（水）

4月20日（火）

④高齢者の肺炎球菌予防接種

4月 1日から接種費用の一部助成が受けられます。

対 象 予防接種を受ける時点で70歳以上の人で、
過去に肺炎球菌予防接種を受けたことがな
い市民

助成開始 4 月 1 日（木）から
助成回数 1 人につき生涯 1回
助成金額 3,500円
接種場所 市予防接種協力医療機関（事前予約制）

「愛の献血」にご協力を
と き・ところ
① 3月28日（日）メガ ドン・キホーテ黒磯店
② 4月18日（日）ヨークベニマル西那須野店
時 間 午前10時～午後 4時
問い合わせ 黒磯保健センター
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4月の成人検診

●検診の内容
対象年齢 平成23年 4 月 1 日現在の年齢です
受診回数 市の検診は「集団検診」「医療機関検診」の
どちらか年度内 1回限りです

検診対象外の人 病気療養中の人、人間ドックを受診
される人、勤務先で実施されている人

※人間ドックや勤務先の検診で実施していない検診項
目については、市の検診を受診することができます。

●4月の検診日程
4月のがん検診は申し込み多数のため締め切りました。

申し込んだ人には「検診日」が近づきましたら「集
団検診のお知らせ（受診票）」を送付します。
集団検診の日には「特定健診」を実施します。希望

者は「特定健診受診券」と「保険証」を持参してくだ
さい。（「特定健診受診券」は「保険者」が発行します。）
※ 5月以降の日程などは、各保健センターへ問い合わ
せてください。

平成21年度女性特有のがん検診
無料クーポン券の利用期限について
「子宮がん・乳がん検診無料クーポン券」の有効期限
は平成22年 3 月31日です。「無料クーポン券」を利用す
る時は別に「受診票」が必要です。

すでに検診を申し込んでいる人への連絡

・集団検診を申し込んでいる人

検診日が近づいたら「受診票」を郵送します
・医療機関検診を申し込んでいる人

「受診券」を 4月中に郵送します
これからの集団検診・医療機関検診の申し込み

各保健センターで、随時受け付けます
※検診希望者は、必ず申し込みください。
問い合わせ 各保健センター

4月の健康相談・食生活相談（成人）
健診の結果相談、食生活相談および心身の健康相談
を実施します。（今までの健診結果や健康ファイルを持
っている人は持参してください）
※食生活相談は予約制です。

ところ

西那須野保健センター

黒磯保健センター

西那須野保健センター

黒磯保健センター

受付時間

午前 9時～11時

午後 1時～ 3時

と き

9 日（金）

14日（水）

16日（金）

26日（月）

申し込み・問い合わせ 各保健センター

各保健センターの連絡先 黒磯保健センター �0287（63）1100 西那須野保健センター �0287（38）1356
保健センターのホームページ http : //www2.city.nasushiobara.lg.jp/hokencenter/

検査方式・個人負担金
（７０歳以上は無料）

医療機関検診

実施しません
実施しません

200円
実施しません

1,000円

1,000円
1,700円
200円

300円

400円

300円

実施しません

集団検診

400円
100円
200円
200円

500円

400円
実施しません

200円

200円

実施しません

300円

無 料

対 象

40歳以上の人
40歳以上の人
40歳以上の人
30～39歳の女性

40歳以上の女性

20歳以上の女性

50歳以上の男性
40・45・50・55・60・
65・70歳の女性
40・50・60・70歳の人
40歳以上の人
40歳以上で当検診を受
けてない人（集団検診の
み）

65歳以上の人

内 容

胃部レントゲン撮影（バリウム）
胸部レントゲン撮影
便潜血検査（ 2日間の便）
超音波検査
超音波検査と乳房レントゲン（マンモグ
ラフィ）
頸部細胞診
頸部・体部細胞診
血液検査（PSA検査）

骨密度検査

口腔内検査

血液検査

胸部レントゲン撮影
※予約不要、当日受け付け。

検診名

胃がん検診

肺がん検診

大腸がん検診

乳がん検診

子宮がん検診

前立腺がん検診

骨粗しょう症検診

歯周疾患検診

肝炎ウイルス検診

結核検診
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乳幼児健康診査と育児相談

●乳幼児健康診査

持参するもの 母子健康手帳、健康診査票
※ 3歳児健診は採尿したもの。
受付時間

黒磯保健センター 午後 1時～ 1時30分
※母子健康手帳・健康診査票は、午前11時50分から
預かります。
西那須野保健センター 午後 1時～ 1時30分
※受付整理番号札は、午前11時55分に出します。

注 意 上記日程で受けられない場合は、事前に各
保健センターへ問い合わせてください

問い合わせ 各保健センター

●育児相談

とき・ところ

4 月15日（木） 西那須野保健センター
4月16日（金） 黒磯保健センター

受付時間 午前 9時30分～11時、午後 1時30分～ 3時
内 容 お子さんの身体測定、保健師・栄養士によ

る相談
注 意 西那須野保健センターは事前に申し込みが

必要です
問い合わせ 各保健センター

特定健診を受けるためには、加入する医療保険者
が発行する「受診券」が必要です。受診券の内容を
確認して受診してください。

対 象 40歳以上75歳未満の人
特定健診の内容（基本項目）

質問票、身体計測（身長・体重・BMI・腹囲）、身
体診察、血圧測定、血糖検査、脂質検査（中性脂
肪、HDLコレステロール、LDLコレステロール）、
肝機能検査（GOT・GPT・γ -GTP）、尿検査（尿糖・
尿蛋白）
※貧血、心電図検査は、加入する医療保険によって
異ります。国民健康保険加入者は全員実施します。

国民健康保険加入者
対象者には、4月中旬に、市から「特定健診受診

券」を送付します。

■個人負担金 無料
■健診の受け方

市の集団健診または市内の医療機関で受けられ
ます。詳しくは、受診券送付時にお知らせします。

国保以外の医療保険加入者の家族（被扶養者）
加入する医療保険から受診券が発行されます。
申し込みが必要な場合がありますので、加入す
る医療保険に問い合わせてください。
■受診できる健診機関

・加入する医療保険が指定する医療機関または健
診機関で受診できます
・市が保健センターや公民館などで行っている集
団健診でも受けられます

■個人負担金

加入する医療保険によって違います

■健康診査の内容 特定健診の内容と同じです
■対 象 後期高齢者医療保険加入者

（対象者には、4月中旬に市から「健康

診査受診券」を送付します）

■個人負担金 無料
■健診の受け方 市の集団健診または市内の医療機

関で受けられます
※詳しくは、受診券送付時にお知らせします。
問い合わせ ■本保健課 �0287（62）7128

とき・ところ・対象

4カ月児健診 平成21年12月生まれの乳児

4 月22日（木）

4月28日（水）

10カ月児健診 平成21年 6月生まれの乳児

4 月23日（金）

4月27日（火）

1歳 6カ月児健診 平成20年 9月生まれの幼児

4 月 6 日（火）

4月13日（火）

2歳児歯科検診 平成20年 3月生まれの幼児

4 月21日（水）

4月14日（水）

3歳児健診 平成19年 3月生まれの幼児

4 月 7 日（水）

4月 9日（金）

4月20日（火）

黒磯保健センター

西那須野保健センター

黒磯保健センター

西那須野保健センター

黒磯保健センター

西那須野保健センター

黒磯保健センター

西那須野保健センター

黒磯保健センター

西那須野保健センター

「特定健診」を受けて、メタボリックシ
ンドロームを予防・解消しましょう！

後期高齢者医療保険に加入している人
は健康診査を受けましょう！

平成22年 3月20日号１７



新生児助産師訪問事業
生後おおむね 2カ月以内の赤ちゃんと母親を対象に、
助産師などによる家庭訪問を行っています。
内 容 赤ちゃんの体重、母乳のこと、育児アドバ

イスなど
※電話での申し込みも可能です。
申し込み・問い合わせ

各保健センター

母親学級（予約制）
と き 4 月15日（木） 午後 1時30分～ 3時30分

受け付け 午後 1時～ 1時30分
と こ ろ 黒磯保健センター
対 象 妊娠している人およびその家族
内 容 安心してお産を向えるために
そ の 他 母子健康手帳を持参してください
申し込み・問い合わせ 各保健センター

各保健センターの連絡先 黒磯保健センター �0287（63）1100 西那須野保健センター �0287（38）1356
保健センターのホームページ http : //www2.city.nasushiobara.lg.jp/hokencenter/

問い合わせ（�0287）

子育て相談センター
（64）3724

たかはやし保育園 （68）0025

友里かご保育園 （62）1116
※実費負担で各種教室を開催。

コメット保育園 （60）4150
※内容により実費負担あり。

子育て相談センター
（64）3724

西那須野公民館 （36）1143
※参加費100円が必要。
南公民館 （36）7341
※月会費100円が必要。

ほし保育園 （37）0614
※内容により実費負担あり。

ひまわり保育園 （35）2226

時 間

午前10時～11時30分

午前 9時～正午
午後 1時～ 4時

午前 9時～正午

午前 9時30分～正午
午後 1時～ 3時30分
午前 9時～正午
午後 0時30分～
2時30分

午前 9時30分～
11時30分

午後 1時～ 4時

午前 9時30分～
11時30分

午前 9時30分～
11時30分
午前 9時30分～
11時30分

午前 9時30分～正午

午前10時～正午

午前 9時30分～
午後 0時30分
午後 1時～ 3時
午前 9時～正午
午後 1時～ 5時

期 日

7 日（水）、26日（月）

12日（月）
8日（木）
15日（木）
毎週月～金曜
※祝日、1・2日は休
み。
毎週水・金曜
※ 2日は休み。
毎週月～金曜
※祝日は休み。

毎週月・水・金曜

9日（金）、16日（金）、
22日（木）、23日（金）、
26日（月）、30日（金）
9日（金）、22日（木）、
23日（金）
14日（水）、28日（水）
5日（月）、19日（月）

毎週火曜

16日（金）

9日（金）、23日（金）

7日（水）、21日（水）

毎週月～金曜
※祝日は休み。

毎週月～金曜
※祝日は休み。

ところ

稲村公民館

厚崎公民館
とようら公民館
東那須野公民館

いきいきふれあい
センター

たかはやし保育園

友里かご保育園

コメット保育園

西那須野
保健センター

大山公民館
狩野公民館

西公民館

三島公民館

西那須野公民館

南公民館大広間

ほし保育園

ひまわり保育園

名 称

かるがもサロン

子育てサロン

とようらキッズ

つくしっ子サロン

なかよしひろば

にこにこ広場

子育て支援室
「もこもこ」

サンサンひろば

子育てサロン

たんぽぽ

にこにこルーム

子育てサロン

子育てひろば

子育て支援・にじ

子育てサロン

子育て中のお母さんや子どもたちの交流の場として、
気軽に利用してください。
※保育園で実施する場合、保育園の都合で実施日が変更
になる場合があります。

4月の子育てサロン

１８平成22年 3月20日号



問い合わせなど

●行政相談
国、県、市など行政の仕事に対する
意見や要望 ■本秘書課 �（62）7109
●人権相談
人権保護などに関する相談
■本社会福祉課 �（62）7135
■西保健福祉課 �（37）6231
■塩市民福祉課 �（32）2912

社会福祉協議会黒磯支所 �（63）3868

社会福祉協議会本所（西那須野）
�（37）5122

社会福祉協議会塩原支所 �（32）5216

※ 4月 1日（木）から受付開始。
社会福祉協議会黒磯支所 �（63）3868

※ 4月 1日（木）から受付開始。
社会福祉協議会本所（西那須野）
�（37）5122

高齢者や障害者の権利侵害に関する相談
社会福祉協議会本所（西那須野）
�（38）1161

県司法書士会による法律相談
県司法書士会 �028（614）1122

小・中学生や青少年に関する相談
■西青少年センター �（37）5925

いじめ、不登校など学校生活で悩みを抱
える児童・生徒・保護者に関する相談
■西学校教育課 �（37）5349

児童生徒サポートセンター（ふれあい）
�（63）8526

あすなろ �（36）6989

0 ～18歳の子どもの悩みに関する相談
子育て相談センター �（64）3724

商品の購入、サービスの利用、契約に
関するトラブル、多重債務など、消費
生活全般に関する相談
※予約は前日まで。
消費生活センター �（63）7900

■本生活課 �（62）7127

事業主や勤務者が対象
※相談日の 2日前までに予約。
県社会保険労務士会 �028（647）2028

県宅建協会県北支部 �（62）6677

遺言の公正証書、土地建物や金銭の貸
借、離婚給付、任意後見契約などの相
談 大田原公証役場 �（23）0666

各種相談 ※すべて無料です。

ところ

いきいきふれあい
センター 2階

いきいきふれあい
センター 2階

健康長寿センター
2階 娯楽室

ゆっくりセンター

いきいきふれあい
センター 2階

健康長寿センター
相談室

ゆっくりセンター

いきいきふれあい
センター 2階

健康長寿センター

健康長寿センター

西那須野公民館

青少年センター
（■西生涯学習課内）

■西学校教育課

黒磯地区
ふれあい

西那須野・塩原地区
あすなろ

子育て相談センタ
ー

消費生活センター

西那須野庁舎
108会議室

ハロープラザ

本庁舎206会議室

県社会保険労務士
会館（宇都宮市）

県不動産会館県北
支部（黒磯文化会館前）

大田原地域職業訓
練センター

と き

人権相談
4 月 1 日（木） 午前10時～午後 3時

行政相談
4 月14日（水） 午前10時～午後 2時

人権相談・行政相談
4 月15日（木） 午前10時～午後 3時

人権相談・行政相談・移動県民相談
4 月27日（火） 午後 1時～ 3時

毎週月曜 午後 1時～ 3時

4月13日（火）・27日（火）
午後 1時～ 3時

4月27日（火） 午後 1時～ 3時

5月11日（火）
午後 1時30分～ 4時30分

5 月 1 日（土）
午後 1時30分～ 4時30分

4 月22日（木） 午前10時～正午

4月17日（土） 午前10時～午後 3時

月～金曜 午前 9時～午後 4時

月～金曜 午前 8時30分～午後 5時

児童生徒サポートセンター
適応指導教室
月～金曜 午前 9時～午後 4時

月～金曜 午前 8時30分～午後 5時

月～金曜
午前 8時30分～午後 5時

4月 9 日（金）・23日（金）
午前10時～午後 3時

4月15日（木）
午前10時～午後 3時

4月27日（火） 午前10時～午後 3時

4月 7 日（水）・21日（水）
午後 1時30分～ 4時30分

4 月23日（金） 午前10時～正午
午後 1時～ 3時

4月28日（水） 午後10時～正午

常
設

巡
回

相談名

行 政 相 談
人 権 相 談
移動県民相談

ふれあい相談

（悩みごとや心
配ごとの相談）

弁護士による
法 律 相 談
予約制

（各日先着18人）

法律・福祉に関
する弁護士相談
予約制

法 律 相 談
予約制

少 年 相 談

教 育 相 談

子育て相談
家庭児童相談

消費生活相談

巡回相談は予約制

交通事故相談

労働社会保険
に関する相談
予約制

不動産相談

公正証書の相談
予約制

■本
本
庁
舎

■西
西
那
須
野
庁
舎

■塩
塩
原
庁
舎
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料
理
の
手
さ
ば
き
の
良
さ
に
、
目
を
み
は
り

ま
し
た

子
ど
も
の
こ
ろ
、
家
族
と
一
緒
に
炊
事
を

し
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
本
市
に
越
し
て
か
ら
、
公
民
館
の

料
理
講
座
や
男
の
料
理
教
室
を
楽
し
く
受
講

し
ま
し
た
。
公
民
館
講
座
が
終
わ
っ
た
時
、

気
の
合
っ
た
参
加
者
同
士
で
自
主
グ
ル
ー
プ

を
立
ち
上
げ
、
４
年
目
を
迎
え
て
い
ま
す
。

現
在
も
月
１
回
の
ペ
ー
ス
で
活
動
中
で
す
。

ほ
か
の
会
員
さ
ん
か
ら
聞
い
た
の
で
す
が
、

最
近
凄
い
記
録
を
作
っ
た
そ
う
で
す
ね

ホ
ノ
ル
ル
マ
ラ
ソ
ン
に
過
去
３
回
出
場
し
、

昨
年
４
回
目
の
出
場
で
部
門
別
で
優
勝
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
も
っ
と
若
い
時
か
ら

出
場
し
た
か
っ
た
の
で
す
が
、
勤
め
の
関
係

で
、
大
会
日
程
が
１２
月
の
第
２
日
曜
と
決
ま

っ
て
い
る
こ
の
大
会
に
、
ず
っ
と
出
ら
れ
ま

せ
ん
で
し
た
。
念
願
か
な
っ
て
出
場
し
た
の

は
、
６７
歳
の
時
。
こ
の
時
６５
〜
６９
歳
の
部
で

１６
位
に
な
り
、
自
信
を
付
け
ま
し
た
。
そ
の

後
２
回
目
で
８
位
、
３
回
目
で
５
位
と
な
り
、

今
回
４
回
目
に
し
て
７０
〜
７４
歳
の
部
で
優
勝

す
る
こ
と
が
で
き
、
目
標
が
叶
い
ま
し
た
。

毎
回
成
績
を
上
げ
て
い
っ
た
の
で
す
ね
。
走

る
よ
う
に
な
っ
た
き
っ
か
け
は

製
薬
会
社
勤
務
の
時
札
幌
に
赴
任
し
、
そ

こ
で
近
所
の
家
の
前
ま
で
雪
か
き
を
し
て
腰

を
痛
め
て
し
ま
い
ま
し
た
。
普
段
デ
ス
ク
ワ

ー
ク
が
多
く
、
運
動
不
足
だ
っ
た
の
で
し
ょ

う
。
医
者
か
ら
の
薦
め
も
あ
り
、
健
康
維
持

の
た
め
４０
歳
代
か
ら
ジ
ョ
ギ
ン
グ
を
始
め
た

の
が
き
っ
か
け
で
す
。

練
習
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
ね

ほ
ぼ
毎
朝
１０
キ
ロ
ず
つ
走
り
、
年
間
３
千

キ
ロ
を
走
破
す
る
よ
う
続
け
て
い
ま
す
。
そ

の
成
果
確
認
と
楽
し
み
の
た
め
に
、
年
に
２５

回
前
後
の
大
会
に
出
場
し
て
い
ま
す
。

大
会
出
場
は
、
昭
和
５６
年
の
第
１
回
千
歳

日
航
マ
ラ
ソ
ン
大
会
に
出
場
し
た
の
が
始
ま

り
で
す
。
今
ま
で
に
東
京
や
京
都
な
ど
、
全

国
の
大
会
に
５
５
０
回
出
場
し
て
い
ま
す
。

走
っ
て
い
て
良
か
っ
た
こ
と
は

食
べ
る
こ
と
が
楽
し
い
。
ま
た
何
を
食
べ

て
も
美
味
し
い
。

快
食
と
快
便
、
健
康
が
一
番
。
今
後
も
無

理
を
せ
ず
長
く
走
り
続
け
た
い
で
す
ね
。

■
人
命
は
地
球
よ
り
重
い

心
肺
蘇
生
法
の
普
及
や
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自

動
体
外
式
除
細
動
器
）
の
開
発
に
よ
り
、

私
た
ち
で
も
救
急
救
命
の
応
急
処
置
が

可
能
に
な
り
、
尊
い
人
命
を
救
う
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

し
か
し
そ
の
た
め
に
は
、
心
肺
蘇
生

法
や
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
い
方
な
ど
、
と
っ
さ

の
時
の
た
め
の
正
し
い
知
識
が
必
要
と
、

講
習
を
受
け
痛
感
し
ま
し
た
。

も
し
、
そ
ば
に
居
合
わ
せ
た
人
の
容

態
が
急
変
し
た
時
、
あ
な
た
な
ら
ど
う

し
ま
す
か
。

■
心
臓
や
呼
吸
が
止
ま
っ
た
場
合

救
命
処
置
は
１
分
１
秒
を
争
い
ま
す
。

大
切
な
こ
と
は
ま
ず「
１
１
９
番
通
報
」

で
す
。
救
急
車
が
到
着
す
る
ま
で
に
全

国
平
均
で
８
分
以
上
か
か
り
ま
す
。
そ

の
間
、
い
か
に
心
肺
蘇
生
や
Ａ
Ｅ
Ｄ
を

使
っ
て
の
救
命
処
置
を
施
す
か
で
、
命

が
助
か
る
可
能
性
が
大
き
く
違
っ
て
き

ま
す
。（
救
命
の
リ
レ
ー
）

①
患
者
に
大
き
な
声
で
「
大
丈
夫
で
す

か
」
と
声
を
掛
け
、
意
識
を
確
認
す

る
。
反
応
が
な
け
れ
ば

②
患
者
を
仰
向
け
に
寝
か
せ
て
気
道
を

確
保
し
、
呼
吸
を
確
認
。
呼
吸
が
な

け
れ
ば

③
自
分
の
口
か
ら
患
者
の
口
へ
息
を
吹

き
込
む
（
人
工
呼
吸
２
回
）

④
自
分
の
両
手
を
重
ね
て
患
者
の
胸
骨

圧
迫
を
行
う
。
回
数
は
、
１
分
間
に

１
０
０
回
く
ら
い
の
速
い
テ
ン
ポ
で

３０
回
連
続
し
て
圧
迫
。
そ
の
後
は
③

④
を
繰
り
返
す

⑤
Ａ
Ｅ
Ｄ
が
あ
れ
ば
音
声
メ
ッ
セ
ー
ジ

に
従
い
電
気
シ
ョ
ッ
ク
を
行
う

■
異
物
が
の
ど
に
詰
ま
っ
た
場
合

患
者
の
背
中
を
、
連
続
で
何
度
も
強

く
殴
打
す
る
（
背
部
叩
打
法
）
な
ど

人
命
に
異
常
が
あ
っ
た
場
合
、
日
ご

ろ
の
常
識
と
し
て
、
慌
て
ず
に
対
処
で

き
る
よ
う
に
し
た
い
も
の
で
す
。

地
域
や
サ
ー
ク
ル
か
ら
要
望
が
あ
れ

ば
、
講
習
会
を
開
催
で
き
る
そ
う
で
す
。

一
人
で
も
多
く
、
救
急
法
を
知
っ
て
も

ら
い
、
救
え
る
命
を
一
つ
で
も
増
や
し

た
い
も
の
で
す
ね
。

��

��

広
報
モ
ニ
タ
ー
「
ま
ち
か
ど
通
信
員
」

大
野

博
文
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上
級
救
命
講
習
を
受
講
し
て

東京生まれの神奈川育ち。息子
さん夫婦が住む本市に65歳の時移
り住み、現在田舎暮らしをおう歌。

問い合わせ
■本秘書課
�0287（62）7109

こ
う
へ
い

寺
田

衡
平
氏
（
７２
歳
）

（
笹
沼
在
住
）

東
那
須
野
公
民
館
、
料
理
の
自
主
グ

ル
ー
プ
「
み
そ
ら
の
会
」
２１
人
の
メ
ン

バ
ー
に
手
際
の
よ
い
男
性
が
一
人
。

料
理
の
ほ
か
に
も
特
技
を
持
つ
と
聞

き
、
話
を
聞
い
て
み
ま
し
た
。


	nasu126号-01.pdf
	nasu126号-02.pdf
	nasu126号-03.pdf
	nasu126号-04.pdf
	nasu126号-05.pdf
	nasu126号-06.pdf
	nasu126号-07.pdf
	nasu126号-08.pdf
	nasu126号-09.pdf
	nasu126号-10.pdf
	nasu126号-11.pdf
	nasu126号-12.pdf
	nasu126号-13.pdf
	nasu126号-14.pdf
	nasu126号-15.pdf
	nasu126号-16.pdf
	nasu126号-17.pdf
	nasu126号-18.pdf
	nasu126号-19.pdf
	nasu126号-20.pdf

